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　 農 業 参 入 の 目 的

　 グ ル ー プ 会 社 「 ㈱ 宗 家 源 吉 兆 庵 」 が 販 売 す る 和 菓 子 「 陸
り く

乃
の

宝
ほ う

珠
じ ゅ

」 は 、 岡 山 県 産 マ ス カ ッ ト · オ ブ · ア レ キ サ ン ド リ ア （ 以

下 、 「 ア レ キ 」 ） を 丸 ご と １ 粒 使 っ た 看 板 商 品 。 県 内 ア レ キ

産 地 の 高 齢 化 や 種 な し 品 種 へ の 切 り 替 え が 進 み 生 産 量 が 減 る

中 、 原 材 料 の 安 定 確 保 を 図 る た め 、 自 社 栽 培 を 開 始 し た 。

　 農 地 の 確 保

　 農 地 は 、 貸 借 で な く 所 有 で き る こ と 、 和 菓 子 の 製 造 工 場 に 近 い こ と 等 を 条 件 に 、 （ 一 財 ）

岡 山 県 農 林 漁 業 担 い 手 育 成 財 団 （ 以 下 、 「 財 団 」 ） や 農 業 委 員 会 等 に 、 仲 介 や 情 報 提 供 を 依

頼 し て 模 索 し た 。 立 地 や 価 格 面 で 条 件 が 揃 わ ず 、 時 間 は 要 し た が 、 関 係 機 関 の 支 援 や 積 極 的

な 情 報 収 集 に よ り 、 工 場 か ら 近 い 岡 山 市 南 区 東 畦 に 後 継 者 不 在 の 水 田 が 見 つ か り 、 平 成 2 6

年 に 5 0 a を 取 得 し た 。

　 農 業 経 営 の 経 緯 や 現 況

＜ 生 産 部 門 ＞

・ 栽 培 品 種 は ア レ キ の み （ 4 0 a ） で 、 計 画 的 な 栽 培 や 樹 の

個 体 管 理 が 容 易 に で き る 「 根 域 制 限 栽 培 」 を 取 り 入 れ 、

加 温 栽 培 を 行 っ て い る 。 栽 培 開 始 前 に は 、 県 内 の ブ ド ウ

農 家 の 下 で 従 業 員 が 技 術 指 導 を 受 け 、 技 術 習 得 を 図 っ た

経 緯 が あ る 。

・ 栽 培 管 理 で は Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 を 導 入 し 、 ハ ウ ス （ 6 連 棟 ×

2 、 4, 0 0 0 ㎡ ） 内 の 温 湿 度 · 二 酸 化 炭 素 濃 度 等 を 外 部 か

ら ス マ ー ト フ ォ ン や パ ソ コ ン で 把 握 で き る 。

参 入 事  例  

② 株 式 会 社 源 吉 兆 庵 農 園

● 農 業 経 営 の 概 要

所 在 地 ： 岡 山 県 岡 山 市 南 区 東 畦 9 3 4
参 入 形 態 ： 農 地 所 有 適 格 法 人 （ 平 成 2 5 年 設 立 ）
経 営 品 目 ： 果 樹 （ マ ス カ ッ ト ・ オ ブ ・ ア レ キ サ ン ド リ ア 4 0 ａ ）
資 本 金 ： 2, 5 0 0 万 円
労 働 力 ： 社 員 ２ 名 、 契 約 社 員 ３ 名 、 繁 忙 期 は 関 連 会 社 か ら ３ 名
関 連 会 社 ： 株 式 会 社 源 吉 兆 庵 ホ ー ル デ ィ ン グ ス
　 　 　 　 （ 事 業 内 容 ： 和 菓 子 の 製 造· 販 売 ）

 ～ 岡 山 の こ だ わ り 果 実 を 和 菓 子 に ～

和  菓  子 「  陸  乃  宝  珠  」

ア レ キ の 加  温  栽  培 ハ ウ ス

（ 調 査 年 月 日 ： 令 和 ２ 年 1 0 月 ）
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・ 栽 培 開 始 当 初 か ら 、 ブ ド ウ 農 家 と 契 約 を 結 び 、

病 害 虫 防 除 を は じ め ブ ド ウ 栽 培 全 般 の 指 導 を 受

け て お り 、 異 常 発 生 時 な ど の 早 急 な 対 応 が 可 能

で 、 企 業 に と っ て 重 要 な 存 在 で あ る 。

＜ 和 菓 子 製 造 へ の 原 料 供 給 ＞

・ ア レ キ の 収 穫 は ５ 月 と ７ ～ ８ 月 が 中 心 で 、 収 穫

物 は 「 陸 乃 宝 珠 」 を 製 造 す る 「 ㈱ 源 吉 兆 庵 」 が 全 量 を 買 い 取 る 仕 組 み 。

・ 「 陸 乃 宝 珠 」 の 製 造 に 使 用 す る ア レ キ は 、 自 社 製 造 分 が １ 割 強 、 残 り は 契 約 農 家 か ら

購 入 し て い る 。 産 地 は 、 船 穂 （ 倉 敷 市 ） 、 吉 備 路 （ 総 社 市 ） 、 山 陽 （ 赤 磐 市 ） な ど で

あ る 。

・ ア レ キ の 選 果 は １ 粒 ず つ 入 念 に 行 い 、 傷 み な ど で 使 用 で き な い 果 粒 は 、 ピ ュ ー レ に し

て 他 の 商 品 の 原 料 に 用 い て い る 。

　 農 業 参 入 の 効 果 や 課 題 等

・ 自 社 栽 培 に よ り 、 産 地 か ら の ア レ キ 供 給 量 が 変 動 し て も 容 易 に 対 応 が で き 、 原 料 の 安 定

確 保 が 可 能 と な っ た 。 ま た 、 和 菓 子 製 造 に 適 し た 規 格· 品 質 の ア レ キ を 生 産 で き る こ と 、

収 穫 し た ア レ キ を す ぐ に 工 場 に 搬 入 で き る こ と で 菓 子 の 品 質 向 上 に つ な が っ た 。

・ 和 菓 子 製 造 に お い て 原 料 の 生 産 か ら 製 造 、 販 売 ま で を 一 貫 し て 行 う 社 の こ だ わ り が 、 安

心 と 信 頼 を 生 み 、 広 告 の 役 割 を 果 た し た 。

・ 企 業 自 ら 農 業 を す る こ と で ア レ キ 産 地 に 意 欲 が 伝 わ り 、 産 地 と の 信 頼 関 係 が 深 ま っ て 交

渉 事 が ス ム ー ズ に な っ た 。

　 今 後 の 展 開

・ 農 業 部 門 は 、 試 行 錯 誤 し な が ら 年 々 レ ベ ル ア ッ プ を 図 っ て い る 段 階 で あ り 、 規 模 拡 大 は

そ の 先 と 位 置 付 け て い る 。

・ シ ャ イ ン マ ス カ ッ ト が 市 場 で 注 目 さ れ て い る が 、 当 社 で は 岡 山 特 産 で あ る ア レ キ に こ だ

わ り 、 ア レ キ の 味 を 生 か し た 商 品 づ く り を 進 め て い く 。

・ 契 約 栽 培 に よ っ て 県 産 果 実 を 買 い 取 る 仕 組 み を 、 農 家 と 連 携 し て モ デ ル 的 に 取 り 組 む こ

と で 、 県 内 農 業 や 産 地 の 活 性 化 に 寄 与 し た い 。

　 農 業 参 入 を 目 指 す 企 業 へ

　 農 業 は 、 栽 培 技 術 が 不 可 欠 な の で 、 参 入 直 後 は そ れ

を い か に 確 保 す る か が 重 要 で す 。

　 特 に 果 樹 栽 培 は 、 開 始 か ら 数 年 間 、 無 収 入 と な る こ

と や 、 マ ニ ュ ア ル ど お り に な ら な い 部 分 が 多 く あ り ま

す 。 ま た 、 手 間 を 要 す る 作 業 が 多 く 、 根 気 が 必 要 で す

が 、 目 標 を 持 っ て 取 り 組 め ば 、 企 業 の 持 つ ブ ラ ン ド 力

や 価 値 の 向 上 が 期 待 で き ま す 。

ア レ キ の 栽  培 風  景


